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平成２５年９月８日 

室 蘭 地 方 気 象 台 

 

平成２５年９月７日に北海道苫小牧市で発生した突風について 

（気象庁機動調査班(JMA-MOT)による現地調査結果の報告） 

 

平成２５年９月７日１１時５０分頃に苫小牧市糸井で、同日１３時３０分頃同市花園町で

突風が発生し、住家屋根のトタンの飛散等の被害が発生しました。 

室蘭地方気象台では、被害をもたらした現象を明らかにするため、９月７日から８日にか

け職員を気象庁機動調査班（JMA-MOT）として派遣し、現地調査を実施しました。 

 結果は以下のとおりです。 

 

１．苫小牧市糸井（11時50分頃発生） 

（１）突風をもたらした現象の種類 

この突風をもたらした現象は、特定に至らなかった。 

  （根拠） 

   ・被害範囲が狭く、被害や痕跡の分布からは竜巻やダウンバーストなどと推定できる

根拠が得られなかった。 

・現象の特定に結びつく目撃情報や証言が得られなかった。 

 

（２）強さ（藤田スケール） 

この突風の強さは、藤田スケールでＦ０未満と推定した。 

  （根拠） 

   ・店舗の屋根（ビニールシート製）のめくれが複数あったが、周辺の状況からもＦ０

との特定には至らなかった。 

 

２．同市花園町（13時30分頃発生） 

（１）突風をもたらした現象の種類 

この突風をもたらした現象は、特定に至らなかった。 

  （根拠） 

   ・被害範囲が狭く、被害や痕跡の分布からは竜巻やダウンバーストなどと推定できる

根拠が得られなかった。 

・現象の特定に結びつく目撃情報や証言が得られなかった。 

（２）強さ（藤田スケール） 

この突風の強さは、藤田スケールでＦ０と推定した。 

  （根拠） 

   ・住家屋根のトタンの飛散があった。 

 

 

＊この資料は、速報として取り急ぎまとめたもので、後日内容の一部訂正や追加をすること

があります。 

 

                  本件の問い合せ先 

室蘭地方気象台 防災業務課 

電話０１４３－２２－４２４９ 



Ｆスケール（藤田スケール）とは
Ｆスケール（藤田スケール）とは、竜巻やダウンバーストなどの風速を、構造物な

どの被害調査から簡便に推定するために、シカゴ大学の藤田哲也博士により1971年に
考案された風速のスケールです。考案された風速のスケールです。
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